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衆
議
院
議
員
村
越
祐
民
君
提
出
司
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委
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関
す
る
再
質
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に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

司
法
試
験
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
四
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
、
第
八
条
及
び
第
十
条
に
基
づ
く

司
法
試
験
委
員
会
の
権
限
は
、
法
第
十
二
条
第
二
項
が
定
め
る
同
委
員
会
の
所
掌
事
務
の
範
囲
内
に
あ
る
。

二
に
つ
い
て

司
法
試
験
管
理
委
員
会
は
、
平
成
十
三
年
十
一
月
九
日
、
平
成
十
四
年
度
以
降
の
司
法
試
験
に
つ
い
て
協
議
し
、
「
平
成

十
四
（
二
〇
〇
二
）
年
の
司
法
試
験
合
格
者
数
を
一
、
二
〇
〇
人
程
度
と
す
る
な
ど
、
現
行
司
法
試
験
合
格
者
数
の
増
加
に

直
ち
に
着
手
す
る
こ
と
」
を
提
言
し
た
平
成
十
三
年
六
月
十
二
日
の
司
法
制
度
改
革
審
議
会
意
見
を
最
大
限
尊
重
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
こ
と
が
あ
り
、
平
成
十
四
年
の
法
改
正
以
前
に
お
い
て
も
、
司
法
試
験
実
施
以
前
に
当
該
年
度
又
は
翌
年
度
以

降
に
お
け
る
司
法
試
験
の
合
格
者
数
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
し
、
取
り
ま
と
め
た
こ
と
が
あ
る
。

三
に
つ
い
て

司
法
試
験
委
員
会
令
（
平
成
十
五
年
政
令
第
五
百
十
三
号
）
第
五
条
第
三
項
は
、
「
幹
事
は
、
委
員
会
の
所
掌
事
務
の
う

ち
司
法
試
験
法
第
十
二
条
第
二
項
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
務
に
つ
い
て
、
委
員
を
補
佐
す
る
。
」
と
定
め
て
い
る
。

一



他
方
で
、
司
法
試
験
委
員
会
は
、
そ
の
所
掌
事
務
を
遂
行
す
る
に
当
た
り
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
関
係
者
に

説
明
又
は
意
見
を
述
べ
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
さ
れ
、
司
法
試
験
委
員
会
議
事
細
則
（
平
成
十
六
年
一

月
二
十
日
司
法
試
験
委
員
会
決
定
）
第
四
条
は
こ
の
こ
と
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
と
こ
ろ
、
同
委
員
会
は
、
同
条
の
規
定
に

基
づ
き
、
幹
事
の
説
明
又
は
意
見
を
聴
い
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

司
法
試
験
に
つ
い
て
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
司
法
試
験
実
施
前
に
あ
ら
か
じ
め
司
法
試
験
合
格
者
数
を
確
定
的
な
数
値

と
し
て
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

四
の
�
に
つ
い
て

司
法
試
験
委
員
会
は
、
平
成
十
七
年
二
月
二
十
八
日
、
併
行
実
施
期
間
中
の
新
旧
司
法
試
験
合
格
者
数
に
つ
い
て
の
司
法

試
験
委
員
会
と
し
て
の
考
え
方
を
取
り
ま
と
め
、
そ
の
中
で
、
平
成
十
八
年
及
び
平
成
十
九
年
に
実
施
さ
れ
る
新
旧
司
法
試

験
の
合
格
者
に
つ
い
て
の
数
値
を
示
し
た
が
、
こ
れ
は
、
今
後
実
施
さ
れ
る
新
旧
そ
れ
ぞ
れ
の
司
法
試
験
の
合
否
判
定
に
際

し
て
の
一
応
の
目
安
と
な
る
概
括
的
な
数
値
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

二


